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19. S-3151に的する研究 (第一報)新規殺虫剤 S-3151の殺虫特性 津田重典.奥野--i:俊.

山口苑士,大内 帆 広瀬忠困 (住友化学工業株式会社,良薬事業部研究部,兵路県宝塚市高司4丁目)

新規殺虫剤S13151(パーメスL)ン,NRDC-143)の各柾再生害虫に対する殺虫効力を,既存のピ

レスロイド系および,有機燐系殺虫剤と,種々の施用法を用いて比較した.

その結果,Sl3151の基礎的な殺虫効力に関して, ノックダウン効果は従来の速効性ピレスロイド

に及ばないが,致死効力は極めて高いことが確認された. 特に,イエバエに対しては,ピレト.)ンの

18-42倍の致死効力を示し,レスメトリン,フェニトロチオン同等の殺虫特性をもつ化合物であった.

S-3151の規何央性作間の殺虫効力を比較すると, トランス体よりもシス体がまきり,一般にピレ

スロイドが トランス化されることによって, イエバェなどに対し払い致死効力を示す現象とは只な

る似向がみとめられた.しかし. シス体の効力をシス･トランス (45/55)混合体と比較した場合大

Z!なく,この性質から. 適当な割合でシス体が混入されていることにより, 殺虫効力の面で好結果

が柑られることが示唆された.

ゴキプ.)に対する残田接触法による検討からS-3151の虫も特徴的な作用性が明らかとなった.す

なわち,レスメト.)ン.フェニト｡チオンと比較すると, 著しく残効性に富み. かつ, j'キプ')の

寺門み場所への棲みつきを乱す作用も示唆きれ,残留塗付剤としての有用な特性奇兵僻しているもの

と考えられた.

S-3151に関する本報での基礎的な検討から.著者らはこの殺虫剤の実際的な告虫防除への適用は,

残効性を要求される分野に最適であることを確認し.今後更に, その物理化学的性質,製剤,生物

効恥こ関する研死を継続する考えである.

緒 言

術生害虫を駆除する目的で佐用される,いわゆる防

疫用殺虫剤の兵術すべき或要な条件は,人畜に対し安

全で,芋虫防除効果の高いことである.この条件によ

く合致する殺虫剤として,合成ピレスロイド系殻虫剤

と称される種々の菊敢エステル化合物が高く評価され.

多くのすぐれた殺虫剤が創製されているのは周知の通

りである.

S-3151は*.近年英国NRDC(NationalResearch

DevelopmentCorporation)によって発袈1)されてい

るパーメス))ン (permcthrin)の住友化学工業株式

会社におけるコード･ナンバーであり.次のような純

造式をもつ化合物である.

色-o一瞥 cH20C･CH-CH･CH-CくccllA ＼｡/
/＼

CH3CH3

3-phenoxybenzyl(士)-cl'S,trams-2,2-dimethyl-3-

(2,2ldichlorovinyl)-cyclopropanecarboxylate.

この化合物の一般的性質,殺虫効力などの-矧 こつ

いては.すでに Elliott2･3･4)によって報告がなされて

おり,優れた殺虫効力と,哨乳動物に対する低IIJi性と,

高い安定性をあわせもった化合物であることが知られ

ている｡

著者らは,この化合物の生物活性について,妃に詳

しい検討を加え,その特徴を見出し,有志式に利Ir]す

ることを目的として実用化への研究に着手した.本紀

では,第一報として.基礎的な殺虫効力について検討

を行ない,その有用な特性を確認したので報告する.

実験材料および方法

Ⅰ.実験に班用した薬物

1.S-3151:住友化学工業株式会社恩薬研究部にて

合成されたもので,化学純度92.4%〔(+):(-)-1:1,

clls:traps-45:55〕である.その物理化学的性質の公

*S-3151は住友化学工業株式会社良薬研究部にて合成されたパーメス))ン (NRDC-143)のコード･ナンバ

ーであり,本報では便宜上この名称に統一した.
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約をTablelに示す. また. その規何児性体試料は

すべて,住友化学エTi株式会社E?<薬研兜部にて令成さ

れたもので.化学純皮は次にボすとおりである.

(±)ironsS-315199,%以上 ((+):(-)-1:1.Lrans

休99%以上〕

(土)Cfss-315199,%以上 〔(+):(-)-1:I,cLs体99

%以上コ

2. レスメトリン :住友化学工業株式会社学生のク.)

スロンr】‡で.化学純度91.6%の工業品

3. ピレトリン :大 日本除虫菊社製のコックスリ

ン碇で,全ピレスロイド含量20.35% (ピレト.)ンl:

10.77%,ピレトリンⅠ:9.58%)

4. フェニトロチオン:住友化学工業株式会社製の

スミチオン⑧で,化学純度98.3%の工業品

5. フクルスT)ン (tetramethrin):住友化学工英

株式会社別のネオピナミン鬼で. 化学純度93.3%のエ

;7:lrl7-

6. (+)trams-アレス')ン :住友化学工業株式会社

農薬研究部にて合成 きれた (±)-allethrolonyl-(+)

trams-chrysanthemateで化学純度90.9,%

I.供試昆虫

山も試昆虫は.すべて住友化学工英株式会社員薬研究

部にて温度27土2oC,相対湿度60±5%に湘即された

飼育宝で累代飼再巾のものである.

1. イエバエ (Muscadomesh'caL.)

次のような感受性数系統の,羽化後3-5日の雌雄

成虫,もしくは終令幼虫を用いた.

(1)Lab-em-7-em 系

(2)NAIDM 系

(3)CSMA系

2. アカイエカ (CutcxPfbiensbaELcns)

ll.iq受他系統の羽化後2-3日の雌成虫,もしくは終

介助dlを用いた.

3. チ1･バネゴヰプt)(BLaLtelLagermanlca)

T･JS交t'暮･'.系統の雌雄IiWlを用いた.

Ⅱ.火映方法
1. イエバエ.アカイエれ チ1.バネゴキプ.)成虫

に対する放免摘下法り )

2. イエバエ成虫に対するターン･テーブル法8)

3. イエバエ,アカイエカ幼虫に対する出il'1法り)

4. イエバエ,アカイエカ成虫に対するグラス ･チ

ャンバー法B)

5. チャバネゴキプ')成dlに対する油剤のIuIT接PJl射

紘

(i) 良沢式FLl矧碓下矧r上を用いる方法B)

(ji) 小判.ガラス円悶 (捕.10cm,拓き37cm)を用

いる方法8)

6. イエバエ,アカイエカ成虫に対する油剤の加熱

煙霧法d)

7. チ1.バネ3'キプ.)成虫に対するベニヤ板面残留

接触試験法

(i) 強制接触拭験法8)

15cmx15cmのベニヤ板面に薬剤処理し,その上に

腰朽シャーレを伏せてゴキプ.)を強制的に24時間接触

させろ方払.

(ii) 叩火地試験法6)

5m2の拭験区画内に15cmx15cmの薬剤処理ベニ

ヤ板を20枚配田し,ゴキプt)に対する非強制的な接触

Table1. PhysicochemicalpropertiesofS-3151

Items Outlineoiproperties

Empilicalformula
Molecularweight

Appearance
Specificgravity
Meltingpoint

Viscosity

Vaporpressure
Solubility

Stability

C2lH2108CJ2
391.3

Brownclearliquidat30oC
d2525=1.214
25-300C

250C.P.at30●C

ll.2mmHgat250oC (gaschromatographicdeterminationll)

Solubleinmethanol,isopropanol.acetonc,⊂yclohcxanone,Xylene,
〟-hexane,deodorized kerosene and methylchlorolorm (>50%

W/wat30oC)Almostinsolubleinwater(0.2ppm at30oC)
EffectoftemperatureVerystableunderstorageconditions,in
mostorganicsolventsandinorganicmineraldiluents.

EffectofpE StableatneutraltoacidicpH,butunstableat

alkalinepH.
Effectofirradiation MorestabletharLreSmethrin,allethrin,
tetramethrin,phenothrinorotherpyrethroidalcompounds.
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による準実地的な効栄を試験する方法.

以上の方法は奥野らによる防虫科学(19695),19766))

既報の方法と同様である.

(iii) 薬剤処理ベニヤ板配mlliによるチャバネゴキブ

リの棲みつき試験法-A法一

各供試乳剤 ⊂有効成分5%,ソルポール SM200 (求

邦化学工業社製)5%,キシレン90% (W/W),本鞘で

用いた乳剤はすべてこの 組成の ものである｡) の水に

よる希釈液を15cmx15cmのベニヤ板面 に50mL/m2

の割合で均一に独付し,所定畠の有効成分盃の薬剤処

理ベニヤ板を用志すろ｡ 前記 (ii)と同様の塩化ビニ

ール矧 こより区切った5m2試験区画 (2mx2.5m)内

に.Fig.1-(A)に示 されるように, マウス用固型飼

料 (CE-2. 日本配合飼料祉品)入 り容器 2個,5%

砂地水を合ませた脱脂的入 り容器4個を餌として配田

ー 1'Lll一一一

(A) (LiJ

Fig.1.Thepositionsoffoods,Sheltersandtest

plywoodpanelstreatedwithS-31510r
Fenitrothionincomparativeharbourage

tests(A)and(B)withcockroaches.

a)Testplywoodpanelsunderthesllelter.

b)Solidmousefoodinacup.

C)5% Sugarsolutioninacup.

し.30cmx60cmの折紙を4つの波型に折ったシェル

ターを4桐如挺する.その区画内に約 100頭のチャバ

ネゴキプー)成虫 (杏:♀=1.･1)を放ち,1日間放起し

現ERyIL化させてシェルター円にひそむことを確認する.

その後.シェルターの下に兆剤処理ベニヤ板,各 3枚

ずつ計12枚を静かにおき,1週間経時的にノックダウ

ンおよび死出数を数えた.

(iv) 薬剤処ZIWベニヤ板配田によるチャバネゴキプ

I)の棲みつき試験法-B法-

Fig.1-(B)に示されるように,区画の4隅にシェル

ターを配怒する方法で,その他は,7-3と全 く同様に

行なう.

8. ピート･グラディー ･チャンバーによる油剤の

PLt窟試験法

5.8m3の ピート･グラディ- ･チャンバー円に約

100孤のイエバエ成虫 (令:♀=1:1)を放ち,所定浪
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度に調製した油剤約 700mgをアトマイザー(明治ズプ

レーガンNo.3)を用いて唄射圧 0.5kg/cm2で4個の

散布孔より1分以内に唄宗する. 5分,lo介,15分後

にノックダウン虫数を数え,15-20分の閲に排気しな

がら全供試虫を回収し.観察用カゴに移す. 5%砂糖

水を与え24時間放置したあと,死虫数を数える.5回

の反復の結果より経過時間にともなうノックダウン率

および致死率を求めた.なお油剤は所定出の有効成分

をメチルクロロホルムと脱臭ケロシンの等式虫氾合紋

に溶解して調製した.

9. 乳剤のイエバエ幼虫培地面噴務試験法

イエバエ幼虫の培地 (大麦外皮とフスマとルーサン

ミールの等昆混合物 200gとエビオス4gに400ccの

水を混合して調製する.)約 60gを径 10cm高さ5cm

のプラスチック･カップに入れる.これにイエバエ終

令幼虫を1群40頚ずつ放ち,各供試乳剤の所定浪皮の

水希釈紋 を所定虫アトマイザー (明治スプレーガン

No.3)を用いて噴射圧 0.5kg/cm2で培地面に唄渓す

る.約10日後に羽化成虫数を観察しイエバエ幼虫の非

羽化率を罪出しておのおのの防除効果を求めた.

実験捧果および考累

1. 致死効力

S-3151の致死効力を知るために, イエバエ, アカ

イエカ,チャバネゴキブ.)成虫に対し独立滴下法,イ

エバエ成虫に対しターン･テーブル法,チャバネゴキ

ブリ成虫に対し小型ガラス円筒での融接噴射法によろ

効力試験を行なった. その結架を Table2に示す.

イエバエ成虫に対する致死効力はピレスロイドの中

では卓効を示すレスメトリンや,有機 リン剤であろフ

ェニトロチオンと同等 もしくはそれ以上であり,対ピ

レトリン比では18-42倍にも透した.アカイエカおよ

びチャバネゴキプ1)に対する致死効力も高 く,S-3151

はレスメト1)ン様の致死効力の高い化合物であった.

しかし,チャバネゴキプ.)成虫に対する油剤のLd抜FjI

射法によれば,S-3151.レスメトリン,ピレトリン,

フェニトロチオンはともにはば同等の効力となり微星

滴下法とは異なる傾向を示した.なれ 微量滴下法に

おいて, 2系統のイエバエのピレトリンに対する効力

が大きく異なろのはすでに林ら7･8)によって田 柄 され

たように系統による感受性の相違に起因するものであ

ると考えられる.

2. 放何異性体間の致死効力

S-3151の幾何異性体間の致死効力を知るため,イエ

バエ,チャバネゴキブリ成虫に対する放出滴下法によ

る試験を尖施した.その結架を Table3に示す.

イエバエ成虫に対する致死効力は,(土)シス ･トラ

ンス (45/55)体での効力を100とした場合,(土)トラ



防 虫 科 学 郡 41 巻-ⅠII

Table2. ToxicityorS13151toinsectsincomparisonwith
Rcsmethrin,PyrethrinsandFenitrothion

S-3151 Resmcthrin Pyrethrins Fenitrothjon

llousemes Lab-em-7-em
strain

CSMAstrain(早)

Houseflies Lab-em-7-em
strain

Mosquitoes(C.LIL'pfcns)

Cockroaches(B.ger〝Ia〝Eca)

Cockroaches(B.germam'ca)

TopicAILD80 (pg/lrL8eCl)

0.046 0.029 0.84
(18.2) (28.0) (1.0)

0.036 0.038 1.5
(41.7) (39.5) (1.0)

TurntableIJC"(mg/100mt)

13.4 22.0 300

(22.4) (13.6) (1.0)

TopicalLD80(Flg/insect)
0.008 0.0127 0.026

(3.3) (2.0) (1.0)
0.64 0.88 1.47
(2.3) (1.7) (1.0)

Direct叩rAyLC80(mg/100mt)
80 65 60

(0.8) (0.9) (1.0)

0.078
(10.5)

0.1
(15.0)

25.0
(12.0)

0.00195
(13.3)

0.265
(5.6)

55

(1.1)

( ):Relativetoxicity(Pyrethrins-1.0)

Table3. ThetoxicityoE(土)cisand(土)tramsisomersoE

S-3151toinsectsbytoplCalapplicationmethod

Insects lsomers (′,g/LiTgocct) F.cxIFct.'tvyc

Houseflies(♀) (±)cl'S,ETCnSa)
(CSMAstrain) (士)trams

(±)cL's

Cockroaches (土)Gis,LrGnS&)
(B.geymanfca) (±)Lrans

(土)tis

6

5

6

S2
拡
02

87
70

8

0

0

0

0
1

0

0066
39

005t
05

1

一
I

I
1

a)(士)cl'S:(土)LrGnS-45:55

ンス体で66,(j=)シス体で139となり.シス体はトラ

ンス体のほぼ2倍の効力を示した.アレスリン,フタ

ルスリン (tetramethrin), レスメトリン, フェノス

リンなど現在迄知られていろ多くの合成ピレスロイド

系殺虫剤では,すでに Gersdorffり0),Elliottll).西

沢12),宮本13),らの和文で述べられているJ:うに.イ

エバエ成虫に対する致死効力において.いずれも(+)

または(土)トランス体が対応するシス作よりも補い効

力を示している. これに対しS-3151の(土)シス体が

(土)トランス体よりも高い効力を示すことは特徴的な

牲TIである.チャバネゴキプ))に対しても同様にシス

肘まトランス体のはば2倍の効力を示した.しかし,

(土)シス･トランス体の効力と比較すると同等か,や

や勝る粒度であった.

これらの結果より判断すると,S-3151の場合適当な

割合でシス休が混入されていることによって殺虫効力

の面で好結果が得られることが示唆された.なお,本

実験においては放何jTq.性肘L.Uの効力比恨のみ行なった

那.さらに光学jq･性L4:を缶めた総合的なLt･性体に関す

る比恨検討を出すろものと考えていろ.

3. 火力刑の効架

S-3151に対し.各班共力剤を添加した場合のイエバ

エおよび.チャバネゴキブリ成虫に対す る致死効力

増強効果を役員滴下法により検討した.その結果を

Table4に示す.

S13151への各種共力剤の添加による効力増強効果

はわずかにイエバエに対するピベロこルプトキサイド

(PRO)の場合にのみみられるだけで,他の共力剤で
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Table4. EffectofseveralsynergistsonS-3151toxicity

bytoplCalapplicationmethod

Insects synergists (pg/LiE…Oect) Pyenger,egeisOI '

Houseflies(!) S-3151alone
(CSMAstrain) x 2P.B.0.a)

×5P.B.0.

×10P.B.0.
×5S-421b)

x5Safroxanec)
×5Ⅰ.B.T.A.a)

×5MGK-264e)

Cockroaches S-3151alone

(B.germanica) ×2P.B.0.
×5P.B.0.

×10P.B.0.
×5S-421
×5Safroxane

x5Ⅰ.B.T.A.
×5MGK-264

0--0

01-｡

ほ

舵

01-4

川

柳
帽

6-

6-
芸

6｡

5-

器

o
o

o

o
0
.
0

0
0

0

0
0

0

0
'
0

0
0

00

00

08

17

41

35

30

41

00

鮎

14

22

10

22

16

1

1

2

2

3

L

1

1

l

1

0

1

1

1

1

1

1

a)α-[2-(2-Butoxyethoxy)-ethoxy】-4,5-methylenedioxy-2-propyltoluene

b)Octachlorodipropylether

c)4-(3',4′-Methylenedioxyphenyl)-5-methy1-meta-dioxane

d)Isobronylthiocyanoacetate
e)N-(2-Ethylhexyl)bicyclo-(2,2,1)-5-heptene-2,3-dicarboximide

∫)Degreeofsynergism-
LD")insecticidealone
LD印insecticide& synergIst

Table5. KnockdownactivityofoilformulationsofS-3151,
ResmethrinandPyrethrinsagainsthousefliesand

mosquitoesbyglasschambermethod

Insecticides C(0,aZ冒●

KTFO(sec.)
Houseflies Mosquitoes

(Lab-em-7-em strain) (C.JI1-41-eps)

S-3151

Resmethrin

Pyrethrins

5

5

5

1

0

0

0

0

400 320

180 198

50 42

270 157

は5倍出超皮の添加によってはほとんどIg]待できず.

既に奥野8)らによって稚LBされているレスメトT)ンの

場合と同様の似向を示すものであった.

4. 油剤のノックダウンおよび致死効力

S-3151のノックダウン効力を知るために, イエバ

エおよびアカイエカ成虫に対し,グラスチャンバー法

による油剤唄誠試験,およびピート･グラディー･チ

ャンバーによる油剤の加熱煙窟試験を実施した.その

結火を Table5および Table6に示す.

グラスチャンバ-法による油剤唄鎚試験結果より
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(Table5),S-3151のノックダウン効力はピレトリン

はもちろん,レスメトリンにも劣り.速効性に欠けて

いることが判明した.

一方,加熱煙霧法による結果 (Table6)では.

S-3151のノックダウン効力は レスメトリスとほほ同

等であったが.ピレトリンの速効性にはおよばなかっ

た.しかし,致死効力では,すでに述べたように,ど

レトリンやレスメトリンをしのぐものであった.

そこで,S-3151にフタルスリン (tetramethrin),

(+)トランス･アレス.)ン等のノックダウン剤を適血
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Table6.･EIlicacyoroilformulationsofS-3151,Resmethrin
andPyrethrinsagainsthousefljcsandmosquitoes
bytllermalloggingmethod

InsecticZdes C(oi;･ (m7/OSS.a8g3.a)

Dosagc % knockdown
5min. 10min. 15min. (20min.)

y,ltIg
B
I
0M

24
%
at

S-3151

Resmethrin

Pyrethrins

S-3151

Resmetbrin

Pyrethrins

1

2
1
2
1

0

0
0
0
0

1
2
1
2
1

0
0
0
0
0

8
7
5
5

5

4
4
4
4

4

8
7
5
5
5

4
4
4
4
4

EouBefleS(NAIDM 8trAItt)0 7 49
1 54 85

1 22 63
10 53 76
55 76 83

Mosquetoes(C.pfpEenS)0 31 62
3 47 89
6 49 72
25 69 79
35 ' 61 77

69
93

81
88
89

卯

99
91
糾
8

62
92
63
72
3

卯

99
87

88
6

配合した油剤のイエバエ成虫に対する効果を,ピI卜

･グラディー･チャンバーによる油剤の唄霧試験法に

A:り.また,チャバネ3'キプ.)成虫に対する効果を田

接PLl別法6)により調べた.その結果をそれぞれTable

7.および Table8に示す.

イエバエおよびチャバネゴキプー)の両ETut虫に対し.

S-3151は速効性には欠けろが.致死効力が強かった.

それに対し. フクルスリン (tetramethrin), (+)ト

ランス･アレスl)ンは.致死効力は弱いが非冊に速効

的であった.S-3151に. このような ノックダウン剤

を配合した切合には.ノックダウン効果における速効

性が付与されしかも敬い致死効力を示した.

以上のことより,S-3151にノックダウン剤を和合

することの有川性が朋ちかとなった.

Table7. EfficacyofoilformulationsofS-3151.Tctramcthrinand

(+)trapsAllethrinalone,andtheircombinationsagainst
houseflies(NAIDMstrain)byPee一Gradychambermethod

Insecticides Dosage % Knockdown % Mortality
(mg/5.8m3) 5min. 10min. 15min. (20min.) at24hrヨ.

S-3151
Tetramethrin

(+)traロs
Allethrin

(;-e3.I,5almethrin

3
3

3

1
2
1
2

0
0

0

0
0
0
0

695
695

695

700

695

1 38
48 72

36 70

63
幻

8

7
6

7

7
8

8

35 67 82 83 60

37 69 74 82 59

Table8. EfficacyofoHformulationsofS-3151andTetramethrin
alone,andtheircombinationsagainstGermancockroaches

bydirectspraymethod.

Insecticide8 C(箭 D(omsLgr .罰 ｡in. ,?mTnn.ockf.omwinn. 20min. 禁 7M20;I,aBl.ity

S-3151

(sT-C3tlr5almeth,in
Tetramethrjn

5
5

3
1
1
3

0
0
0

0

3

7

7

9

8

8

0 3 13

23 47 58

33 55 73

22

67

87

8

0

5

8

6
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5. イエバエ,およびアカイエカに対する乳剤の殺

幼虫効果

S-3151乳剤の イエバエおよびアカイエカ幼虫に対

する致死効力を浸漬法により調べた.その結果 を

Table9に示す.いずれの供試虫に対しても,S-3151

の致死効力は著しく,ピレトリンに対すろ相対効力比

では3.-10倍にも適した.

より実際的な効力をみるために,イエバエ幼虫に対

して.その培地面上に乳剤を散布したときの羽化阻止

効米を調べた.その結果を TablelOに示す.

2mJ/cup散布の条件では,S-3151はフェニトロチ

オンとはば同等の効力を示し十分に実用性が期待され

た.しかし,散布量の少ない lmJ/cupでは,レスメ

トリンにはまさるがフェニトロチオンにはやや劣った.

これらの結果より,S-3151はイエバエ, アカイエカ

などの穀幼虫剤として著るしい効力を有すること,培

地面散布による教組処理にあたっては,高波皮の希釈

紋を少塁散布するよりも,低弧皮の希釈紋を多良散布

する方がより効果的であることが示唆された.

なお,S-3151はすでに ChemicalWeek誌一)で述

べられているように,実際の班用にあたっては魚類の

は息する水系への流出を十分考慮する必要がある.

96

6. チャバネゴキブリ､成虫に対する乳剤の残留接触

効果

S-3151のチャバネゴキブリ成虫に対する接触法に

A:る殺虫効力を知るために,所定塁の乳剤を独付した

ベニヤ板面にチャバネゴキブリを24時聞強制的には触

させた.また,残留効果をみるために.薬剤処理ベニ

ヤ板を温度25oC,相対湿度60%にlalq節された部屋に

保存し所定期間ごとに同様の試験を行なった.その結

果を Tablellに示す.有効成分として,250mg/m2

の割合で処理したベニヤ板では薬剤処理出後の試験に

おいて,S-3151,7ェニトロチオン,レスメトリン.

ピレト.)ンともにほぼ100%の致死効果が柑られた.

しかし,ピレトリン,レスメトリンでは1カ月後に.

フェニトロチオンでは2カ月後になると効力が低下し

た.その中でS-3151のみは6カ月後も85%の強い致

死効力を持続し,著しく残効性に富むことが示唆され

た. またS-3151とフェニトロチオンについては.施

用薬包を125mg/m2,62.5mg/m2とした時の残留効果

もみたが. このように薬星を減じた場合,英独のは少

に応じて,残効性も低下すろ傾向にあった.これらの

結果から,S-3151は極めて残効性に富むものではあ

るが.適当な施用薬包を選ぶことによって好ましい程

Table9. LarvicidalactivityofemulsionformulationsofS-3151,
Resmethrin,Pyrethrins and Fenitrothion against

mosquitoesandhousefliesbyimmersionmethod

Insecticides Houseflies Mosquitoes
(NAIDM strain) (CSMAstrain) (C.Pipfens)

S-3151 0.22(8.4)

Resmethrin 0.91(2.0)

Pyrethrins 1.85(1.0)

Fenitrothion 1.35(1.4)

0.57(2.9) 0.0% (10.2)

0.34(4.9) 0.028(2.2)

1.66(1.0) 0.061(1.0)

0.19(8.7) 0.009(6.8)

( ):Relativetoxicity(Pyrethrins-1.0)

Table10. LarvicidalactivityofemulsionformulationsofS-3151,
Resmethrin and Fenitrothion againsthouseflies in

breedingmediumbysurfacespraymethod.

Insecticides (C,Opnj･) 1mL/C｡Soo;,unemerg2eSL/Cu｡&,

S-3151

Resmethrin

Fenitrothion

訪
00

25
00

25
00

l

1

1

2
2

6
0

5

3

3
5

1
4

5

7

78
98

33

86

幻
00日日

a)Plasticcup(10cm indiametberand5cm inhight)
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Tablell. ResidualcfrcctofemulsionformulationsoES-3151,
Fcnitrothion,ResmethrinindPyrethrinsaRainst
GcrmaneockroachcsbyconfincdcorLtaCtmethod.

,Oo'Mortality.ltindicatedmonths
Tnsecticides (Dmogs/aj:E) ｡ ,oo'Mo;talityati2ǹlicatcd等

S-3151

Fenitrothion

Resmethrin

Pyrethrjns

5

5

250
は
62

割
125
62

250

2

貼

20

5

5

5

0

L

l

00
50
_8
00
350
5

43

r:

:

00
貼
附
00
00
70
9LL,
00

r:

r:
:

HU

g!
一
t

L
l
[

E

L

防

一
一

J
L
[

]

I

度の致死効力と残効性を得られることが示唆きれた.

次に,5m2の区雨を用いて,残何輪付効果を叩実地

条件下で調べT:.各薬剤は有効成分で,31.25mgを

1枚のベニヤ板に均一に暁付し, その20枚を5m2の

区河内に配田し (床面朋1m2あたり125mgとなる).

7日間継続的に観察して累机的な死虫およびノックダ

ウン虫を数えた.残留効果については前記と同じ条件
でベニヤ板を保存して所定期間ごとに同様の実験を行

なった.その結果をFig.2に示す.薬剤処理fEi後の

結果では,S-3151, 7ェニトロチオン, レスメトリ

ンらは高い効力を示し,いずれもピレトリン以上であ

った.

1∝)

岨

p
tJt!q
!1
0m
pU
t!
p
t:OQ
/OoI

その後ピレトリンは1カ月日で,レスメトリンは2

カ月目でほぼ無効となり.フェニトロチオンも4カ月

日には効力が低下した.S-3151のみは. 4カ月迄の

いずれの時別においても十分に故い効ノJを指紋し.畔

実地試験においても残肝糾J'剤として潮,-･しい効架を示

すことが明らかとなった.

今回行なった叩火地試験では.ゴキプ.)の通路へ部

分的に井剤唄潔を行なっT:場合の効力を観察したこと

になる.しかしながら,ゴキプ.)の駆除を目的とした

火際の残田輪付にあたっては.薬剤をゴキプt)の潜み

場所にPn預することも多い.そこで,施用場所の違い

の恭効におよばす彫竹TJ知るために,ゴキプ.)の潜み

Time(Month)aftertreatment

Initial lM.

雷-雷禁等r51
0/0 I(ES

123 5 7
LL⊥rAd PYR
12357

2M. 4M.

....

′●-●→ S-3151

/S"T
′

L王道.･.･.]
12357 12357･

Timeindays

Fig.2. ResidualellectoEemulsionformulatl'onsoIS-3151,Fenitrothion,Resmethrin
andPyrethrinsagainstGermancockroachesbysemi･fieldtestmethod.

Dosage:125mg/m2-625mgactiveingredient/20panels/testarea(5m2)

SMT:SumithionせくFenitrothion) RES:Resmethrin PYR:Pyrethrins
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場所 (シェルター)にS-3151あるいは,フェニトロ

チオンを処理したベニヤ板を設置した場合の効果をみ

た.

Fig.1に示すようにA法では区画内の四隅をさけで,

中央に近いところにシェルターを配起するのに対し,

B法では四隅に配位する.いずれの方法の場合も,シ

ェルターの下には薬剤処理したベニヤ板をおく.A法

では,ゴキプ))が.比較的潜みやすい四隅が非剤無処

理で残されているから,糸剤処理ベニヤ板のあるシェ

ルターを好まなければ四隅にのがれることができるよ

う恐足した.他方.B法ではゴキプ])の潜みよい四隅

を非剤処理したベニヤ板を配置したシェルターにて占

拠してみた.このような設定のもとに試験した結果を

Fig.3に示す.フェニトロチオンでは両地用法ともに

朋 …Ll_諾51

甜

p
u
n
q
!･[o
M

p
u
t!
p
t!a
Q

,OoI

避雲 S-3151
123 5 7

(A)

Timeindays

Fig.3. ContactactivityofemulsionFormulations
ofS-3151andFenitrothionagainstGer･

man cockroaches by harbourage test

methods(A)and(a)

Dosage:25mg/m2-125mgactiveingre･

dient/12panels/testarea(5m2)

SMT:Sumithion@(Fenitrothion)

強い効果を示したが,S-3151ではA法の効力が極めて

惑かった.実験中の詳しい観察によれば,S-3151を

A法によって試験した場合, ゴキブリがシェルターを

避けて区画の四隅に群がる傾向が目立った. これらの

事実から.ゴヰプリに対しS-3151は,フェニトロチ

オンとは列なろある超の特性をもっていろことが示唆

された.

すでに Burdenらは1tlnピレトリン.アレス.)ン,

レスメトリンなどのチャバネゴキブリに対すろ忌避性

を細粒している.S-3151にみられた特性もこれに類
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似のものであろうと考えられるが,本実験の結果から

では,それほど強いものではなくて,むしろゴキブリ

の械みつきを乱す程度の作用であると考えられ,この

性質の有効な利用によって,より効架的にゴキブ')防

除ができるのではないかとも考えられた.
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Summary

Basicstudieson insecticidalperformanceo【

S-3151wereconductedincomparisonwithpyre･

thrins,resmethrinandEenitrothion,andseveral

outstandingpropertiesofS-3151werefoundas

follows;

1) TheinsecticidalefficacyofS-3151wassimilar

tothoseofresmethrinandfenitrothion,I.e..

slowknockdowneffectbuthighkillingeffect

against such sanitary insects as housefly,

mosquitoandcockroach.
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2) Ofthetwogeometricisomers,(土)Cfsisomer

wasabout2timesmoreclrcctI'vcthan(土)Lrans

isomer,butwasonly1-1.4timesmorethana

combinationorthetwoisonlCrS(cl'S:Lrans-

45:55)againsthouscllyandcockroach.

3) Themostoutstanding wasthelonglasting

propcrtyorS-3151inresidualcontactactivity.

Moreover,weobtainedresultssuggestingthat

S-3151possessesa sHghtactivity to expel

cockroachesfromtheirharbouragewhenapplied

intoit.

TheseresultssuggestthatS-3151willbeof

greatpracticaluseforresidualcontrolagainst

cockroach.
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